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かかりつけ医等発達障がい
対応力向上研修



出典：第5回発達障害者支援研修資料
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発達障害者支援センターとは

◼ 「発達障害者支援法」に基づき、発達障がい児者への支援を総合
的に行うことを目的とした専門的機関

◼ 都道府県・指定都市自ら、または、都道府県知事等が指定した社
会福祉法人、特定非営利活動法人等が運営。全国約９８カ所

◼ 発達障がい児者とその家族が豊かな地域生活を送れるように、医
療、保健、福祉、教育、労働などの関係機関と連携し、地域にお
ける総合的な支援ネットワークを構築しながら発達障がい児者と
その家族からのさまざまな相談に応じ、指導と助言を行う
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アイリス

徳島県発達障がい者総合支援センター

ハナミズキとアイリス

ハナミズキ
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主な業務

• 相談支援(本人・家族だけでなく、関係者や支援者のみもOK)
※機関コンサルテーション・・・関係機関に対するアドバイス

• 発達支援(心理検査や療育等の各種支援プログラムを実施)

• 就労支援(就労や自立に向けた支援・各種グループ活動を実施)

• 研修・啓発(発達障がいについての情報提供や研修会を実施)

「障がいかどうか」を判断(診断)する機関ではなく、
「困っていること」をどうやって見立てるか／解決していくか
を、一緒に考える機関。課題解決のためには、本人・保護者を
支える地域の方(学校や行政等)のサポートが重要です。
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ハナミズキ・アイリスへの相談について

• 本人の相談だけでなく、家族や関係者のみの相談にも応
じています（発達障がいの疑いでもOK）

• 乳幼児期から成人まであらゆる年齢層が対象

• 医療機関ではないため、診断はしていません

• 完全予約制。事前に電話等で予約をとってもらいます
（その際、簡単に状況を確認）

• 費用は無料
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就労支援の状況
自己理解・特性理解を経て、アルバイトや福祉就労等何らかの就労に繋がる利用者が増加。

また、昼夜逆転やひきこもり生活から、FA等の日中活動に移行し、就労意欲を高められている。
◆一般・アルバイト・障害者雇用・福祉就労の増加
◆ひきこもりの改善
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啓発事業 普 及 啓 発

【活用法】

・市町村窓口用「案内板」への掲載  （相談窓口の明確化)

・県発行の冊子やＨＰへの掲載

・発達障がい者支援専門員等に交付する修了証への掲載

・県外支援団体が実施する普及啓発での活用、リーフレット等へ掲載

○ブルーすだちくん（発達障がい者支援すだちくん）の活用

○世界自閉症啓発デー(4月2日)連携事業
 ・文化の森で啓発パネル展や作品展

啓発映画会、音楽療法の開催

○大学祭、県施設、商業施設等で啓発

支援学校と連携しブルーライト
アップ

大学祭パネル展

ブルーすだちくん
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グループ相談会や保護者学級での相談・助言
シルバー大学校や各種研修会等での啓発活動

児童発達支援センター
障がい児通所支援事業所等で実施することで

身近な地域に根ざした活動を目指す。

 関係機関の支援力向上 ～身近な地域で相談を～

○ペアレント・トレーニングを地域で実施
親が手法を学び、子どもの心理やパターンを理解・

分析し、問題行動を減少させる技術を獲得

○市町村、相談支援事業所職員等 対象

 【発達障がい者支援専門員養成研修】

   身近な地域で切れ目のない適切な支援を受け

  られるよう相談や支援を行う「発達障がい者支援専門員」を養成

New!【発達障がい児コーディネーター養成研修】

○保健師等   対象

【早期発見体制支援事業】

 市町村乳幼児健診における技術支援、助言・指導

（小松島市、石井町、美馬市、つるぎ町、三好市、藍住町、北島町、

  上勝町）
            ～支援に繋げる～発達障がい児の子育てを応援

地域の支援力向上

○ペアレント･メンター養成・活用事業
先輩保護者としての支援の特徴・メリット
・同じ親としての共感
・当事者視点での情報提供
・子育てにおける孤立感の軽減

 

○医師・コメディカル等 対象

 【かかりつけ医等対応力向上研修】

かかりつけ医や小児科医、心理士等専門職向け研修会を開催

   発達障がいの早期発見・早期支援のための体制整備

Ｒ５年度９１名受講

○相談支援専門員等 対象
 発達障がい者の支援関係者（保健・福祉等）を対象に、

困難ケースへの対応力を高める事例検討を実施

令和6年10月現在
登録者22名

令和6年10月現在
150名養成

令和6年10月現在
19名養成
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https://www.pref.tokushima.lg.jp/hattatsu/hanamizuki/5020961/5021459/

「発達障害者のための支援機関
リスト」作成（2013年）

↓

発達障がい者（児）のための
「医療機関リスト」作成
（2017年）

↓

改訂版作成（2020年）

↓

改訂版作成（2024年2月）

御協力ありがとうございます

徳島県における医療機関リスト
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徳島県ライフステージ関係図

ライフステージに応じた継続性の
ある支援施策の充実

参考
○自立支援協議会
地域の障がい福祉等関係者が集まり、相談支
援状況や課題の共有、障がい福祉サービスの
整備等を目的とした会
名称は様々で開催回数も会による
例：鳴門市障がい者サービス調整会議、板野
郡自立支援協議会（両会月1回程度開催）

○要保護児童対策地域協議会（要対協）
被虐待児等の要保護児童の早期発見や適切な
保護、そしてより良い家庭支援を行うため、
関係者の円滑な連携・協力を確保する会
要保護児童が、発達障がい児や発達障がいの
可能性がある場合も
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相談支援事業所
障がいのある人の福祉に関する様々な問題について、障がいのある人等からの相談に応じ、
必要な情報の提供、障がい福祉サービスの利用支援等を行うほか、権利擁護のために必要
な援助も行います。

障害児通所支援事業所
障がいのある子どもを対象に、日常生活や集団生活への適応のための訓練を行う通所施

設です。市町村の担当窓口で利用の手続きを行います。

・児童発達支援事業所

(障がいのある未就学児が対象)

・放課後等デイサービス事業所

教育委員会、総合教育センター、特別支援学校等
特別なニーズがある子どもの就学や教育についての相談を行います。

相談支援機関
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ハローワーク

専門の職員を配置し、求職申込から就職後のアフターケアまで一貫した
職業紹介、就業指導等を行います。

障害者職業センター

障がい者に対して、ハローワークと協力して、就職に向けての相談、職
業能力等の評価、 就職前の支援から、就職後の職場適応のための援助ま
で、個々の障がい者の状況に応じた継続的なサービスを提供しています。

職業準備訓練、職場適応援助者（ジョブコーチ）による支援事業

障害者就業・生活支援センター

障がい者の就業と、これに伴う日常生活・社会生活上の相談・支援を一
体的に行います。
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就労支援事業所(障がい福祉サービス)

障がいがある方の就労をサポートする障がい福祉サービスです。市町
村の担当窓口で利用の手続きを行います。

就労移行支援事業所

就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上の
ために必要な訓練や支援を行います。 

就労継続支援事業所(A型・B型)

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識
及び能力の向上のために必要な訓練や支援を行います。

地域若者サポートステーション 対象：15歳～49歳

就労への不安、人間関係の悩み等、若者（その家族）の相談にのり、
厚生労働省の委託事業で、雇用・福祉・教育・医療機関・各種団体と連
携しながら支援を行います。
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